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●はじめに
　Respironics V60はBiPAP Visionの後継機種であり、
非侵襲的人工呼吸にはもちろん、気管挿管による人工
呼吸にも対応する人工呼吸器である。さまざまな呼吸
パターンの変化を感知し、同調性が高く、またマスク
のリークを設定することにより、リーク補正が強化さ
れている。
●特　徴
◦カラーモニターを装備
　大きなカラーモニターで、圧、換気量が見やすく、ま
た、タッチパネルとなっているため、操作がしやすい。
◦内蔵バッテリーを装備
　最大 6 時間駆動する内蔵バッテリーを装備しており、
患者の CT への搬送、手術室から集中治療室への搬送
など、院内搬送の際に活用できる。
◦非侵襲的人工呼吸管理、侵襲的人工呼吸管理に使用
　呼吸回路の交換は不要であり、インターフェイス、
呼気ポートの選択を変更し、呼吸回路、圧ラインのつ
なぎ替えを行うことで、侵襲的人工呼吸管理から非侵
襲的人工呼吸管理への移行、もしくはその逆がスムー
ズに行える。
●当院での使用
　現在は心臓手術後の患者で、クリニカルパスを使用
している患者に用いている。侵襲的人工呼吸管理中と
同じ呼吸器設定で抜管し、非侵襲的人工呼吸管理へ移
行している。酸素化、換気は抜管前後で変わらず、抜
管から非侵襲的人工呼吸管理へは 2 分程で問題なく移
行できている。また、今までは非侵襲的人工呼吸専用
の人工呼吸器をベッドサイドに持ってきて、呼吸回路
を接続するなど準備に多少の時間を要したが、人工呼
吸器が 1 台で済むため、抜管を決定し、非侵襲的人工
呼吸管理を始めるまでの総合的な時間は確実に短縮し
ている。さらに、様々なモニターや機材の多い集中治

療室で、人工呼吸器を置くスペースが少なくて済むこ
とも利点である。
●今　後
　術後早期に抜管し、非侵襲的人工呼吸へ移行する症
例で有用に活用している。また、救急外来などで使用
した後に、ICU や一般病棟へ移送する際にも呼吸器
を外すことなく、さらに設定を変更することなく、安
全に使用できると思われ、積極的な使用をする予定で
ある。




